
房総半島,夷隅川下流の3万年前に形成された
海成段丘の14C年代とその意義

菊地隆男1) ･鈴木毅彦l) ･桑原拓一郎1) ･奥野 充2) ･中村俊夫3)

1)東京都立大学理学部地理学教室

2)名古屋大学大学院人間情報学研究科

3)名古屋大学年代測定資料研究センター

1.は じめに

第四紀の隆起が著 しい海岸地域では,氷河性海面変動の結果海成段丘が保存される.例え

ばパプアニューギニアのヒュオン半島では,Isotopestage5e以降12段の隆起サンゴ礁段丘

が知られている (chappellandShackleton,1986)･しかし,Isotopestage3の海成段丘は

形成当時の古海面高度は低 く,ヒュオン半島で認められるほどの隆起量がなければ,陸域で

観察される例は少なかった.この時期の古海面高度については議論の多いところだが,具体

的な資料に乏 しいこともその一因であろう.

ところで,第四紀の隆起運動が著 しいとされる房総半島東部,夷隅川下流地域には数段の

段丘が知 られていた.今回筆者 らは,これ らの段丘の うち吉附面と名付け られた段丘は

Isotopestage3の時期に形成された海成段丘であるとの予測のもとに,段丘の分布,高度,

形態,構成層の性質などについて現地調査をおこなった.さらに,露頭から採取された2層

準の試料について,加速器質量分析法による14C年代測定をおこなった.この結果.以下に

記すように本段丘構成層の年代は約 30,000yrBPであり,地形 ･地質学的な特徴からみても,

間違いなくIsotopestage3の海成層またはこのような環境に近い潟成層からなる段丘である,

との確証を得た.
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Fig.1 LocationMap

図 1 調査地域位置図



2.夷隅川下流地域の地形

夷隅川は房総半島南部の勝浦市の丘陵に源を発 し,半島中央部の大多喜まで北流 した後,

東方に向きを変え,蛇行 しなから太東崎の南で太平洋に注ぐ全長45kmの河川である(Fig.1).

流域の基盤地質は大半が鮮新続から下部更新続の.泥岩層または砂泥互層からなる上総層群

であり,ほぼ北西方向に20-100程度で傾斜 している.中 ･下流域には更新世後期から完新

世の河成段丘が分布し,高位から太東崎,長坂,吉附,台宿,松丸,向小羽戸,長者,和泉,

福原の9段丘面が確認されている (桑原.1995MS).なお太東崎段丘は,菊地ほか (1995)

により新たに追加された段丘である.

これらの段丘のうち,下流地域において後期更新世に形成された,海成またはその可能性

のある段丘は太東崎,長坂,吉附,松丸の各段丘である (Fig.2)･特に吉附段丘は模式地

である夷隅川下流地域では標高25-30mの平坦面を持ち,千葉県夷隅郡岬町から長生郡一宮

町にかけての夷隅川左岸地域,椎木堰や中原堰などの潅概用溜め池の周辺部に分布する.こ

の段丘は地形的な特徴や段丘構成層の地質学的な特徴から,海成段丘であることは確実で,

調査の結果以下に示すような事実が明らかとなった.

Fig,2 CIassificationofterracesurfacesarounddownstreamoftheIsumi River,BosoPeninsula

図2 房総半島夷隅川下流地域の地形面分類

一 :図3の蕗頭位音 L:溜め池 白地 :丘陵斜面
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3.書 附段丘構 成層 の地質学的な特 徴 ど C̀年代

吉附段丘の構成層は,岬町中原堰周辺の露頭で観察 される.基盤の上総層群大田代層の泥

岩に不整合に円棟層が覆い,この上位には,不明瞭ではあるか潮間帯の指標であるヒメスナ

ホ リムシの化石生痕を含む,淘汰のよい中粒砂層か重なる.

さらに稚木の北方,岬町- ケ谷の同段丘では.Fig.3に示すような露頭が発見 された. こ

の露頭は宅地分譲地 として新たに掘削された露頭で,厚さ約8mの水成層を厚 さ2mほどの関

東 ローム層が覆 っている.水成層は層理のやや不明瞭な砂,シル ト,棟などか らな り,この

露頭には確実に海成であるとする明確な証拠はないがは),地形面としては先の中原堰周辺

の海成層分布域 と連続することか ら,ほぼ海面高度に近い,おそらく.潟湖か河口付近に生

じた湖沼のような環境であったものと推察 される,水成層のほぼ中位層準には比較的明瞭な

境界があ り,下半部は細粒の軽石 (径1-0.5mm)を含む塊状無層理のシル ト質細粒砂層(厚

さ約4m),上半部はシル トの中～細裸を含む不明瞭な平行を示す粘土質 シル ト層 (厚 さ約

4m)である.

･さらに,下部に2層準.上部に1層準に泥炭層が挟まれていた.この うちの最下部と最上部

の2層準の3試料について 14C年代測定をおこなった.まず,試料は蒸留水中で超音波洗浄 し

付着物を取 り除いた後,酸処理,アルカ リ処理,酸処理を した.これを蒸留水で洗浄,乾燥

させた後.酸化銅 と共にバイコール管に真空封入,約 2時間950℃に加熱 して生 じた気体を

真空ライ ン中で精製 してC02を得た. このC02か ら水素還元法 (Kitagawaetal.,1993)によ

りグラファイ トターゲッ トを作製 した.調製 したグラファイ トターゲ ッ トについて,名古屋

大学年代測定資料研究センターのタンデ トロン加速器質量分析計 (Nakamuraetal.,1985;

中村 ･中井,1988)により14C年代を測定 した. Hc濃度の標準体は,NBS篠酸 (SRM-4990)

を用いた.

測定結果をTablelに示す . L4C年代値は,Libbyの半減期5,568年により算出 し,西暦1950

年か ら遡った年数で示 した.誤差は 1標準偏差 (二1(7)で示 した.少量であった試料3を除

いて,試料の∂Hcにより同位体分別効果を補正している.

Flg3 0utcropatlchigaya,Misaki-cho,Isum卜gun,OlibaPrefecture

図 3 千葉県夷隅郡岬町-ケ谷の露頭スケッチ
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Table114cdatesoftheYoshitsuketerracedeposits,atlchigaya
表 1 千葉県夷隅郡岬町-ケ谷における吉附面構成層中の試料の14C年代値

試料番号 試 料 ∂13C (‰) 14C年代 (yrBP) 測定番号 (NUTA-)

1

2

3

炭 化 木 片 -25.1 31,090±190 3892

樹木表皮 (未炭化) 一25.1 33,290±230 3893

炭化木片 (微細) n.d. 32,500±330 3894

半減期 :5568年 n.d.:未測定 採取層準についてはFig.3を参照

合成黒鉛の14C濃度を測定し,測定時の14Cバ ックグラウンド｡レベルを調べた (中村 ･中

井,1991).この黒鉛は石炭起源の炭素か ら合成されたものであり,炭素としての年代は十

分に古 く,lJcを全く含まないはずである.合成黒鉛の見かけ上の年代値は,44,270±820yr

BP(NUTA-3895)であった･今回得 られた年代値は,31,000-34,000 yrBPの範囲にあり,

測定時の14Cバ ックグラウンド･レベルと比較 して約 1万年以上若いことか ら,十分有意なも

のと判断される･したがって,これらの試料が Isot叩 eStage3に相当することは明 らかであ

る.かつて,最終氷期の亜氷期に形成された海成段丘 については,星埜 (1971)や大森

(1975)により14C年代測定の結果に基づきその存在が指摘されていた. しか しながら,こ

れ らのいわゆる "3万年段丘…の存在は,その後の地形 ･地質学的観点か らの見直しの中で,

む しろ否定 されていた.今回の発見は確証を持つ "3万年段丘''としては本邦で初めてであ

り,その発見の意義は大きい.

なお,泥炭層については,併せて花粉分析がおこなわれた (分析者 :清永丈太氏).この

結果は現在予察的な段階ではあるが, トウヒ属,ツガ属,マツ鼠 スギ属などの常緑針葉樹

を多く含む,冷温帯上部の環境を示す群集であることがわかっている.これは推定される最

終氷期の3万年前前後の古環境と矛盾 しない.古環境ならびにグローバルな古海面高度の変

逮,および房総半島の隆起連動などとの関係については,稿を改めて考察することとしたい.
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Abstract

BosoPeninsulaisoneofthemostremarkableupliftedareainJapanesearchipelagoes.

Ithasbeenexpected,therefore,todetectmarineterracesformedduringtheIsotopestage

3,whensea-levelstoodatlow levelfarfromthepresentsea-level.Recently,theauthors

detectedaterracedistributedinthedownstream areaofthelsumiRiver,centralBoso,

whichmaybeformedduringlsotopestage3･TheterracenamedYoshitsuketerraceis25

to30metersinheight･
Thesedimentsofthisterraceattherivermouthareaiswellsortedmedium sand

depositedatbeachforincludingtracefossilsmadebyanimalsliv】ngforeshoreofsandy

beach･ Anotheroutcropoftheterraceisconsistedsiltyfine-sandintercalatingpeaty

beds,andthreesamplesfrom twohorizonswereofferedfor 14c datingbyaTandetron

a∝eleratormassspectrometer(AMS). Radiocarbonagesobtainedare31,090±190yr

BP(NUTA-3892)atupperhorizon,33,290±230yrBP(NUTA-3893)and32,500±330

yrBP(NUTA-3894)atlowerhorizon(half-life:5568years).Theseagesshow thatthe

terraceisformedduringlsotopcstage3,andcorrespondwithgeologlCalfcatures･

Keywords:Isotopestage3,marineterrace,BosoPeninsula,AMS-14cage
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